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目　　次

～　地域を愛し、地域に愛されるコミュニティバンクを目指して　～

◇◇　余裕資金の運用について　◇◇

　「安全性・流動性・収益性の確保」を基本に、債
券中心の運用をしています。
　なお、地域への取組として、静岡県公債（地方債）
を引き受けています。

静岡県公債 2億 38 百万円

◇◇　預金積金について　◇◇

　地域のお客さまの着実な資産づくりをお手伝い
しています。

◇◇　貸出金について　◇◇

　「地域のお客さまへの円滑な資金供給」を基本に、
中小企業者や個人の皆さまの資金ニーズに積極的に
お応えしています。

◇◇　お客さまへの支援・サービスについて　◇◇
　経営支援、地域支援、地域活性化の取り組みの他、
法律・税務・年金等各種無料相談会を実施しています。

◇◇　文化的・社会的貢献について　◇◇
　地域社会の一員として地域イベントやボランティア
活動などに取り組んでいます。
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	 どうする家康	浜松大河ドラマ館	 写真提供：	msks	/	PIXTA(ピクスタ)

店舗数　25 店舗　　　　常勤役職員数　288 人
2022 年度決算
当期純利益	 5 億 95 百万円	 自己資本比率　12.05%
預金	 4,759 億 28 百万円	 貸出金　2,339 億 40 百万円
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2022
年
度
の
あ
ゆ
み 遠州・浜名湖魅力発信サイト

　遠州・浜名湖魅力発信サイト「ＨＡＭＡＮＡＫＯＳ」（日本語版・英語版・中国語版）を運営し、浜名湖を中心と
した周遊、体験、宿泊、グルメ等８つのコーナーで名店・名所を紹介しています。また、掲載店舗にサービスや割
引を提供していただき集客力を高める等、地域活性化に取組んでいます。

2022 WE LOVE浜松・浜名湖 社会福祉協議会様への寄付

損害保険会社とSDGsに関する包括連携協定締結 第15回三遠南信しんきんサミット

地域とともに
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フードドライブ設置による食材支援

福利厚生パートナー制度＆LINE発信
魅力的な情報が満載！

朝市

営業店ロビー展

職員によるテイクアウト利用

ヨガセミナー

お客さま支援
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 SDGsとは 
2015 年 9月の国連サミットにおいて持続可能な世界を実現するための「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択されました。

世界共通の 17 のゴールと目標ごとの 169 のターゲットから構成されています。

地球上では今、貧困・紛争・テロ・気候変動・資源の枯渇等これまでなかったような数多くの課題に直面しているのに対し、地球
上の誰一人として取り残さない持続可能な世界を実現するための 2030 年までに達成すべき目標が SDGsです。

 遠州信用金庫のSDGs宣言

遠州信用金庫は、信用金庫のビジョンである
1. 中小企業の健全な発展
2. 豊かな家庭生活の実現
3. 地域社会繁栄への貢献

を実現するために、国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」を金庫の活動に反映させ
地域の課題解決と持続可能な社会の実現に努めてまいります。

○　地域・お客さまへの支援強化

えんしんは、金融仲介機能・ライフサポーター機能を発揮して、地域やお客さまが抱えている問題解決のお手伝いをすること
で地域の発展に貢献します。

○　暮らしやすい街づくりへの支援

えんしんは、環境や地域資源の保全、法令遵守を通じて、将来に亘って暮らしやすい街づくりに努めます。

○　人材育成の強化

えんしんは、地域やお客さまの多様なニーズにお応えできる職員を育てるとともに、地域の将来を担う人材の育成に積極的
に取り組みます。

2022年度の取組
・　損害保険会社３社と「SDGs に関する包括連携協定」を締結。
・　	「えんちゃん応援 SDGs 定期預金」の取扱いを開始し、預入金額の 0.01％相当額（合計 150 万円）を浜松・湖西・磐田
の各市社会福祉協議会様へ寄付

・　全店にフードドライブを設置し、「食」の支援活動を実施
・　SDGs 支援保証制度の融資取扱開始

SDGsに関する取組
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2022
年
度
の
あ
ゆ
み　お客さまの金融ニーズの多様化・高度化に対応して、生命保険、損害保険、国債や投資信託等の窓口販売商品を取り揃えて、地域に

おける「総合金融サービス提供機関」としての役割を果たします。
　また、地域密着型金融のビジネスモデルを確立し、取引先企業へのコンサルティング機能の強化を図っていきます。外部機関との連携
を強化し、取引先企業の問題解決を図るとともに、地域への金融・経済情報の発信を通じて、地域の活性化に努めていきます。

 相談センター 
本店２階フロアにおいて平日午前 9時から午後 5時まで（土曜日は予約制）営業しています。
相談業務の内容

・　ライフプランニング
・　各種資金（結婚・住宅取得・教育・マイカー購入・リフォーム・老後等）
・　家計の見直し
・　資産形成・資産運用
・　リタイアメント（退職金運用・年金受給）
・　生命保険・損害保険
・　セカンドライフ（終活・財産管理・相続遺言）
・　士業・専門家との個別相談
・　事業性資金相談

	 ※土曜相談会は 3営業日前までに予約が必要です。

 えんしん経営者クラブ
クラブの目的

☆　セミナー、勉強会、視察旅行等を通じて会員企業の経営者や従業員の資質の向上を図ります
☆　異業種交流会等を通じて会員企業のビジネスマッチングを支援します
☆　経営相談、経営情報の提供等を通じて会員企業の企業経営を支援します
☆　これらの活動により会員企業の発展と地域社会の繁栄に貢献します

○　主な活動内容

・　セミナー
　実務に即した内容により、経営者・実務担当者としての資質向上、経営課題の解決を図ります。

・　講演会
　経営実務に明るい講師を招き、幅広い話題を提供します。
	 【例】2022 年度　『激動する国際秩序：ロシアのウクライナ侵攻から見る日米関係』
	 	 早稲田大学	社会科学総合学術院	教授　中林	美恵子氏

・　研修会
　新入社員の早期戦力化など人材育成をお手伝いします。

・　経営情報サービス
　経営に関する最新情報をＥ－ｍａｉｌでお届けします。

○　事務局
経営サポート部内　えんしん経営者クラブ事務局

【連絡先】　　　 	 053-472-2118

取引先への支援等
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取組体制
　経営サポート部と営業店が連携して取引先企業の経営改善支援に取り組んでいます。
　取引先企業の現状分析に基づいた経営改善計画策定のアドバイスや、計画策定後の進捗状況のフォローを行う等、取引先企業と
ともに経営改善に向けて取り組んでいます。

取組方針
　取引先企業のランクアップの実現およびランクダウンの防止を行うことにより、金庫の貸出資産の健全化を進め、地域経済の活性
化や発展を通じて、将来にわたる収益基盤の拡大や強化を図ります。
　具体的には、取引先の中から支援対象先を選定し、経営サポート部を中心に取引先経営者および顧問税理士、ＴＫＣ全国会、
静岡県中小企業診断士協会などと連携を図りながら経営改善計画書策定等の経営改善支援を行います。

取組実績
2022 年度

期末債務者数

A

うち経営改善支援
取組先数

a

ａのうち期 末に債
務 者 区 分 がランク
アップした先数

  b

ａのうち期 末に債
務者区分が変化し
なかった先数

  c

ａのうち再生計画
を策定した先数

d

4,351 225 8 174 64

　（注）
　１.	　債務者数、経営改善支援取組先数は、取引先企業（個人事業主を含む）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先

は含んでいません。
　２.	　b には、当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先数を記載しています。
　３.	　再生計画を策定した先数 d（累計）＝「中小企業再生支援協議会・経営改善支援センターの再生計画策定先」＋「REVIC・

RCC の支援決定先」＋「金融機関独自の再生計画策定先」

取組
　お客さまの生活向上に向けた情報提供や課題解決に取り組んでいます。
　地域の弁護士・税理士・司法書士・社会保険労務士等の士業や、ファイナンシャルプランナーなどの専門家と連携し、「くらし応
援セミナー」や「無料士業相談会」、「年金相談会」、「くらしとお金のＦＰ相談会」を開催し、充実したライフイベントの実現や家
計の見直し、健「幸」促進のサポートに向けて取り組んでいます。

取組実績
2022 年度

くらし応援セミナー
　・リアル開催	… 238 回	 参加者	…… 1,381 名
　・ＷＥＢ開催……20 回	 参加者	………350 名
無料士業相談
　・参加者……… 183 名
主な相談内容／相続税対策、不動産管理、遺言書作成

年金相談会
　・開催……………82 回	 参加者	………344 名
主な相談内容／年金請求手続、働きながらの年金、退職後の健康保険　失業保険について

くらしとお金のＦＰ相談会
　・参加者……… 659 名
主な相談内容／相続、遺言、財産管理、老後の生活設計、資産形成、保険

経営改善支援への取組

地域のみなさまのくらしの充実に向けた取組
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　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」（以下、「ガイドライン」という。）の趣旨や内容を踏まえ、同ガイドラインを融資慣
行として浸透・定着させていくために、以下のとおり取り組みます。
・　	お客さまが融資等資金調達のお申込みをした場合、当金庫では、お客さまのガイドラインの要件の充足や経営状況等を総合的に判
断する中で、経営者保証を求めない可能性や経営者保証の機能を代替する融資手法（一定の金利の上乗せ等）を活用する可能性に
ついて、お客さまの意向を踏まえたうえで検討いたします。

・　	上記の検討を行った結果、経営者保証を求めることがやむを得ないと判断し、経営者保証を提供いただく場合、当金庫はお客さまの
理解と納得を得ることを目的に、保証契約の必要性等に関する丁寧かつ具体的な説明を行います。

・　	経営者保証を提供いただく場合、お客さまの資産及び収入の状況、融資額、信用状況、情報開示の姿勢等を総合的に勘案して、適
切な保証金額の設定に努めます。

・　	お客さまから既存の保証の変更・解除等の申入れがあった場合は、ガイドラインに即して改めて経営者保証の必要性や適切な保証金
額等について真摯かつ柔軟に検討を行うとともに、その検討結果について丁寧かつ具体的な説明を行います。

・　	事業承継時には、原則として前経営者、後継者の双方から二重で経営者保証は求めないこととし、例外的に二重に保証を求めること
が必要な場合には、丁寧かつ具体的な説明を行います。また、後継者に当然に保証を引き継いでいただくのではなく、その必要性
を改めて検討いたします。

・　	お客さまからガイドラインに基づく保証債務整理の申し出を受けた場合には、ガイドラインに即して誠実に対応いたします。

「経営者保証に関するガイドライン」への取組
　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入や保証債務整理の相談を受けた
際に真摯に対応するための態勢を整備しています。また、経営者保証の必要性については、お客さまとの丁寧な対話により、法人と経
営者の関係性や財務状況等の状況を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めています。

2022 年度

新規に無保証で融資した件数 503 件

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合 22.31％

保証契約を解除した件数 34 件

注）「保証債務整理」につきましては、当金庫をメイン金融機関として成立に至った同ガイドラインに基づくお申し出はありませんでした。

経営者保証に関するガイドラインの活用状況

 地域密着型金融の取組

　当金庫は、お客さまへの日常的・継続的な訪問活動を通じて、地域密着型金融の一層の推進を図るため、以下の基本方針を定め、３大項
目を重点施策として活動してまいります。
　また、今年度も引き続き、新型コロナウイルス感染症による様々な影響への対策も含め、地域やお客さまへのコンサルティング業務を基本
に据え、持続可能な新たなビジネスモデルの確立を目指し、地域性・市場性に応じた活動によりお客さまとの関係を強固なものにしていきます。

基本方針
①	金庫経営の基本であるＣＳ（お客さま満足度）の向上に結びつけた地域密着型金融推進活動に全役職員で取組みます。
②	地域の情報をお客さまの繁栄および地域の活性化に繋げ、ひいては当金庫経営力の一層の強化を図ります。
③	お客さまおよび地域のニーズに応えられる人材を育成します。

取組方針
１.	 お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮
	 ライフサイクル・ライフステージに応じた最適なソリューションを提案いたします。
２.	 地域やお客さまに対する積極的な情報発信
	 地域密着型金融の取り組みに関して、具体的な目標やその成果を地域やお客さまに対し積極的に情報発信していきます。
３.	 地域の面的再生への積極的な参画
	 	地域産業の成長発展や地域資源の発掘・活用による地域ブランド化など地域の面的再生に向けた取り組みに積極的に参画いた
します。

地域密着型金融推進計画にかかる2022年度数値目標に対する進捗結果

項目 目標 実績

本業支援件数 150 件 154 件




